
１ はじめに

伊勢湾や東京湾・大阪湾のような，背景に大都

市圏を抱えた閉鎖性の高い海域では，生活排水な

どが大量に流れ込むことに加え外海との海水の循

環が起こりにくいため，富栄養化による慢性的な

赤潮の発生や，有機汚濁による貧酸素水塊が生

じ，水産動植物へ影響を与えるなどの問題が発生

している．

第四管区海上保安本部では，伊勢湾において流

れの定線観測と水温・塩分・溶存酸素量（以下，

「DO」という）の定点観測を毎月１回の頻度で実

施している．観測により得られた資料は，第四管

区海上保安本部 HPの「海の情報あれこれ，伊勢

湾における水温・塩分・流況・溶存酸素量の調査

について」（http : //www１.kaiho.mlit.go.jp/KAN４/

kaisyo/isewan/isewan_kankyo.html，以下「HP」

という）で公開するとともに，「全国海の再生プ

ロジェクト」を受け設立された「伊勢湾再生推進

会議」が策定した「伊勢湾再生行動計画」のモニ

タリング資料としても活用されている．本稿では

平成２６（２０１４）年４月期から平成２７（２０１５）年

３月期に実施した観測結果を報告する．

２ 調査概要

２．１ 流況調査

測量船「いせしお」（Photo１）船底装備の超

音波多層流向流速計（古野電気社製 CI-６０G，以

下「ADCP」という）により実施した．機器の仕

様は Table１に示す．
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Photo１． S/V Iseshio .
写真１． 測量船「いせしお」．
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Fig．１に示す測線 A～Cで航走観測を行った．

測定層は深度５m，１０m及び海底直上の３層

であり，本稿では深度５mの調査結果を紹介す

る．

取得した流向・流速は対地モードで１５秒毎に

測定した観測値の２分間平均値である．

また，品質管理として流速５ kt（約９．３ km/h）

以上，船速５ kt未満及び航法針路と船首方向と

の差が３０度以上のデータを除去した．

さらに，流速計の精度検証のための往復観測

（往復約５分）を実施し，各観測点における航法

装置による針路と ADCPによる対地針路との差

（３０度以内のデータを採用）の平均により補正角

を算出・適用した．

２．２ 水温，塩分及び溶存酸素量の観測

水深水温塩分計（JFEアドバンテック メモ

リー STD（ASTD１５３），以下「STD」という）

により実施した（Photo２）．機器の仕様を Table

２（a）及び２（b）に示す．なお，STDは１年間を目

安に検査を実施しており，その検査成績を Table

３に示す．

Table１． ADCP specification.
表１． ADCP仕様．

Fig．１． Positions of observation point.
図１． 測点図．

Table２（a）． STD sensor specification.
表２（a）． STDセンサー仕様．
※１ いずれか選択．

※２ 検定は海水を使用（２８～６５mS/cmの範囲）．
※３ 気体雰気中（１気圧２５℃）での６３％応答標準値．

Photo２． A view of observation with Salinity-
Temperature-Depth recorder.

写真２． 水深水温塩分計による観測の様子．
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Fig．１に示す測点２３点で，水温，塩分及び DO

について，表面から海底直上までの深度１m毎

のデータを取得した．

３ 調査結果

ADCPによる流況図及び STDによる水温，塩

分及び DOの鉛直断面図により各月の流況及び

海況を示した．

以降の文中において「湾奥」とは測点 A１～A６

及び測点 C１～C４までを，「湾央」とは測点 B１～

B７及び C５～C６までを，「湾口」とは測点 C７～C１０

までをいう．

流況図はソフトウェア「ArcGIS」を使用して

作成し，観測した深度５mにおける流向流速を

矢符（観測位置は矢符の中央）で描画した．ま

た，図の右上部に，観測日の伊良湖水道の潮汐推

算グラフを付加した．

水温，塩分及び DOの鉛直断面図は，ソフト

ウェア「Ocean Data View」を使用して，A線，B

線及び C線において深度１m毎のデータを用い

てオートコンタにより図化した．図の右に示すカ

ラーゲージについては年間を通して同じスケール

とした．

観測野帳は，観測時の天気，雲形，雲量，気

温，湿球温度，湿度，気圧，風向風速，風浪，う

ねり，視程，水深，表面水温，STD観測開始時

間及び終了時間を記しているが紙面の都合により

掲載しない．データは HPで公開しているので参

照されたい．

４月

【流れ】（Fig．２参照）

２４日観測の C線では，高潮へ向かう頃から高

潮までの時間帯で，野間埼及び湾口では湾奥へ向

かう北西～北の流れが見られ，流速が１．０ kt程

と強かった．

【水温】（Fig．２６参照）

A線：０ m付近で１３～１６℃台．１０ m付近で１３

～１４℃台．２０m付近で１３℃台．３０ m付近

で１３℃台．

B線：０ m付近で１３～１５℃台．１０ m付近で１２

～１４℃台．２０ m付近で１２～１４℃台．３０ m

付近で１３℃台．

C線：０ m付近で１４～１５℃台．１０ m付近で１３

～１５℃台．２０ m付近で１１～１４℃台．３０ m

付近で１３～１４℃台．

【塩分】（Fig．３８参照）

A線：０m付近で２８～２９ PSU（Practical Salinity

Unit）台．１０m付近で３２ PSU台．２０ m付

近で３３ PSU台．３０m付近で３３ PSU台．

B線：０ m付近で２９～３０ PSU台．１０ m付近で

３２ PSU 台．２０ m 付近で３３～３４ PSU 台．

３０m付近で３３～３４ PSU台．

C線：０ m付近で２７～３２ PSU台．１０ m付近で

３１～３３ PSU 台．２０ m 付近で３３～３４ PSU

台．３０m付近で３３～３４ PSU台．

【DO】（Fig．５０参照）

Table２（b）． STD logger specification.
表２（b）． STDロガー仕様．
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Table３． STD inspection report.
表３． STD検査成績．
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A線：０ m付近で１１～１８ mg/l台．１０ m付近で

７～８ mg/l台．２０ m付近で５～６ mg/l台．

３０m付近で４mg/l台．

B線：０ m付近で９～１１ mg/l台．１０ m付近で

７～８ mg/l台．２０ m付近で４～６ mg/l台．

３０m付近で４～５mg/l台．

C線：０ m付近で９～１１ mg/l台．１０ m付近で

６～１０ mg/l台．２０ m付近で４～８ mg/l台．

３０m付近で４～８mg/l台．

５月

【流れ】（Figs．３～５参照）

２２日観測の A線では，高潮へ向かう頃の時間

帯で，０．５ kt未満の弱い流れが見られた．

２３日観測の A・B・C線では，高潮へ向かう頃

から高潮前までの時間帯で，全体的に湾奥へ向か

う北～北西の０．５ kt未満の弱い流れが多く見ら

れた．

２８日観測の C線では，低潮へ向かう頃から低

潮後までの時間帯で，全体的に湾口へ向かう南東

～南の流れが見られ，湾口では流速が１．０ kt程

と強かった．

【水温】（Fig．２７参照）

A線：０ m付近で１７～１８℃台．１０ m付近で１５

～１７℃台．２０ m付近で１４～１５℃台．３０ m

付近で１４℃台．

B線：０ m付近で１７～１８℃台．１０ m付近で１６

～１７℃台．２０ m付近で１４～１６℃台．３０ m

付近で１３～１６℃台．

C線：０ m付近で１９～２０℃台．１０ m付近で１６

～１８℃台．２０ m付近で１４～１６℃台．３０ m

付近で１４～１６℃台．

【塩分】（Fig．３９参照）

A線：０ m付近で２８～３０ PSU台．１０ m付近で

３０～３３ PSU 台．２０ m 付近で３３ PSU 台．

３０m付近で３３ PSU台．

B線：０ m付近で２９～３０ PSU台．１０ m付近で

３０～３２ PSU 台．２０ m 付近で３２～３３ PSU

台．３０m付近で３３ PSU台．

C線：０ m付近で２２～３０ PSU台．１０ m付近で

３１～３２ PSU 台．２０ m 付近で３３ PSU 台．

３０m付近で３３ PSU台．

【DO】（Fig．５１参照）

A線：０ m付近で８ mg/l台．１０ m付近で３～７

mg/l台．２０ m付近で３ mg/l台．３０ m付

近で２mg/l台．

B線：０ m付近で８ mg/l台．１０ m付近で６～８

mg/l台．２０ m付近で２～６ mg/l台．３０ m

付近で１～６mg/l台．

C線：０ m付近で７～９ mg/l台．１０ m付近で４

～７ mg/l台．２０ m付近で３～６ mg/l台．

３０m付近で１～６mg/l台．

６月

【流れ】（Figs．６～７参照）

１８日観測の A・B線では，高潮後から低潮前

までの時間帯で，全体的に湾口へ向かう南東～南

の流れが見られた．

１９日観測の C線では，高潮前から低潮へ向か

う頃までの時間帯で，全体的に湾口へ向かう南東

～南の流れが見られ，湾口では流速が１．０ kt程

と強かった．

【水温】（Fig．２８参照）

A 線：０ m 付近で２３℃ 台．１０ m 付近で１９～

２０℃台．２０m付近で１７～１８℃台．３０ m付

近で１６℃台．

B線：０ m付近で２２～２３℃台．１０ m付近で１９

～２０℃台．２０ m付近で１８～１９℃台．３０ m

付近で１５～１７℃台．

C線：０ m付近で２２～２３℃台．１０ m付近で１８

～２０℃台．２０ m付近で１７～１９℃台．３０ m

付近で１５～１９℃台．

【塩分】（Fig．４０参照）

A線：０ m付近で２９ PSU台．１０ m付近で３１～

３２ PSU 台．２０ m 付近で３２～３３ PSU 台．

３０m付近で３３ PSU台．

B線：０ m付近で２８～２９ PSU台．１０ m付近で

３１～３２ PSU 台．２０ m 付近で３２～３３ PSU

台．３０m付近で３３ PSU台．

C線：０ m付近で２７～３１ PSU台．１０ m付近で
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Fig．２． Result of current observation in April２４,２０１４.
図２． 流況調査結果（平成２６年４月２４日）．

Fig．５． Result of current observation in May２８,２０１４.
図５． 流況調査結果（平成２６年５月２８日）．

Fig．３． Result of current observation in May２２,２０１４.
図３． 流況調査結果（平成２６年５月２２日）．

Fig．６． Result of current observation in June１８,２０１４.
図６． 流況調査結果（平成２６年６月１８日）．

Fig．４． Result of current observation in May２３,２０１４.
図４． 流況調査結果（平成２６年５月２３日）．

Fig．７． Result of current observation in June１９,２０１４.
図７． 流況調査結果（平成２６年６月１９日）．
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３１～３２ PSU 台．２０ m 付近で３２～３３ PSU

台．３０m付近で３３ PSU台．

【DO】（Fig．５２参照）

A線：０ m付近で７～８ mg/l台．１０ m付近で６

～７ mg/l台．２０ m付近で３～４ mg/l台．

３０m付近で１mg/l台．

B線：０ m付近で７～８ mg/l台．１０ m付近で６

～７ mg/l台．２０ m付近で５～６ mg/l台．

３０m付近で１～３mg/l台．

C線：０ m付近で７～８ mg/l台．１０ m付近で４

～６ mg/l台．２０ m付近で３～６ mg/l台．

３０m付近で１～６mg/l台．

７月

【流れ】（Figs．８～９参照）

２９日観測の A・B線では，低潮へ向かう頃か

ら低潮後までの時間帯で，全体的に湾口へ向かう

０．５ kt未満の南東～南の流れが見られた．

３０日観測の C線では，低潮へ向かう頃の時間

帯で，全体的に湾口へ向かう南～南西の流れが見

られた．

【水温】（Fig．２９参照）

A線：０ m付近で２７～２８℃台．１０ m付近で２１

～２２℃台．２０m付近で１９～２０℃台．

B線：０ m付近で２７～２８℃台．１０ m付近で２０

～２１℃台．２０ m付近で１８～１９℃台．３０ m

付近で１８℃台．

C 線：０ m 付近で２７℃ 台．１０ m 付近で２２～

２４℃台．２０m付近で１９～２０℃台．

【塩分】（Fig．４１参照）

A線：０ m付近で２６～２７ PSU台．１０ m付近で

３２ PSU台．２０m付近で３３ PSU台．

B 線：０ m 付近で２７ PSU 台．１０ m 付近で３２

PSU台．２０ m 付近で３３ PSU 台．３０ m 付

近で３３ PSU台．

C線：０ m付近で２６～２７ PSU台．１０ m付近で

２９～３２ PSU台．２０m付近で３３ PSU台．

【DO】（Fig．５３参照）

A線：０ m付近で６～７ mg/l台．１０ m付近で１

～５mg/l台．２０m付近で０～４mg/l台．

B線：０ m付近で７ mg/l台．１０ m付近で４～５

mg/l台．２０ m付近で０～２ mg/l台．３０ m

付近で２mg/l台．

C線：０ m付近で７ mg/l台．１０ m付近で５～６

mg/l台．２０m付近で２～３mg/l台．

８月

【流れ】（Figs．１０～１１参照）

２０日観測の A・B線では，高潮へ向かう頃か

ら高潮までの時間帯で，全体的に湾奥へ向かう

０．５ kt未満の北西～北の流れが見られた．

２１日観測の C線では，低潮から高潮前までの

時間帯で，全体的に湾奥へ向かう北西～北の流れ

が見られ，湾口に近いほど流速が速かった．

【水温】（Fig．３０参照）

A線：０ m付近で２４～２９℃台．１０ m付近で２２

～２３℃台．２０ m付近で２１～２２℃台．３０ m

付近で２０℃台．

B線：０ m付近で２６～２８℃台．１０ m付近で２２

～２４℃台．２０ m付近で２０～２２℃台．３０ m

付近で１９～２０℃台．

C線：０ m付近で２３～２９℃台．１０ m付近で２２

～２３℃台．２０ m付近で２１～２２℃台．３０ m

付近で１９～２１℃台．

【塩分】（Fig．４２参照）

A 線：０ m 付近で９～２０ PSU 台．１０ m 付近で

３１～３２ PSU 台．２０ m 付近で３２～３３ PSU

台．３０m付近で３３ PSU台．

B 線：０ m 付近で６～２７ PSU 台．１０ m 付近で

３０～３２ PSU 台．２０ m 付近で３２～３３ PSU

台．３０m付近で３３ PSU台．

C 線：０ m 付近で４～２７ PSU 台．１０ m 付近で

３１～３３ PSU 台．２０ m 付近で３２～３４ PSU

台．３０m付近で３３～３４ PSU台．

【DO】（Fig．５４参照）

A線：０m付近で８～１２mg/l台．１０m付近で１

～４ mg / l 台．２０ m 付近で３～４ mg / l

台．３０m付近で０mg/l台．

B線：０ m付近で７～９ mg/l台．１０ m付近で３

～５ mg/l台．２０ m付近で１～４ mg/l台．
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Fig．８． Result of current observation in July２９,２０１４.
図８． 流況調査結果（平成２６年７月２９日）．

Fig．１１． Result of current observation in August２１,
２０１４.

図１１． 流況調査結果（平成２６年８月２１日）．

Fig．１２． Result of current observation in September
１８,２０１４.

図１２． 流況調査結果（平成２６年９月１８日）．

Fig．９． Result of current observation in July３０,２０１４.
図９． 流況調査結果（平成２６年７月３０日）．

Fig．１３． Result of current observation in September
１９,２０１４.

図１３． 流況調査結果（平成２６年９月１９日）．

Fig．１０． Result of current observation in August２０,
２０１４.

図１０． 流況調査結果（平成２６年８月２０日）．
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３０m付近で０～３mg/l台．

C線：０ m付近で７～１１ mg/l台．１０ m付近で

３～５ mg/l台．２０ m付近で３～５ mg/l台．

３０m付近で０～６mg/l台．

９月

【流れ】（Figs．１２～１３参照）

１８日観測の A・B線では，高潮へ向かう頃か

ら高潮までの時間帯で，全体的に湾奥へ向かう

０．５ kt未満の北西～北の流れが見られた．

１９日観測の C線では，低潮後から高潮までの

時間帯で，全体的に湾奥へ向かう北西～北の流れ

が見られ，湾口に近いほど流速が速かった．

【水温】（Fig．３１参照）

A 線：０ m 付近で２３～２４℃ 台．１０ m 付近で

２３℃台．２０m付近で２２℃台．

B線：０ m付近で２３～２４℃台．１０ m付近で２２

～２４℃台．２０ m付近で２１～２３℃台．３０ m

付近で２０～２３℃台．

C線：０ m付近で２１～２３℃台．１０ m付近で２２

～２３℃台．２０ m付近で２１～２３℃台．３０ m

付近で２０～２３℃台．

【塩分】（Fig．４３参照）

A線：０ m付近で２６～２９ PSU台．１０ m付近で

３２ PSU台．２０m付近で３２～３３ PSU台．

B線：０ m付近で２７～３３ PSU台．１０ m付近で

３０～３３ PSU 台．２０ m 付近で３２～３３ PSU

台．３０m付近で３３ PSU台．

C線：０ m付近で２６～３２ PSU台．１０ m付近で

３１～３２ PSU 台．２０ m 付近で３２～３３ PSU

台．３０m付近で３３～３４ PSU台．

【DO】（Fig．５５参照）

A線：０ m付近で６～８ mg/l台．１０ m付近で２

～４mg/l台．２０m付近で２mg/l台．

B線：０ m付近で６～８ mg/l台．１０ m付近で４

～６ mg/l台．２０ m付近で１～５ mg/l台．

３０m付近で０～４mg/l台．

C線：０ m付近で５～７ mg/l台．１０ m付近で２

～６ mg/l台．２０ m付近で１～６ mg/l台．

３０m付近で０～６mg/l台．

１０月

【流れ】（Figs．１４～１５参照）

２０日観測の C線では，低潮から高潮へ向かう

頃までの時間帯で，湾口には湾奥へ向かう０．５ kt

未満の南東～東への流れが見られた．

２１日観測の A・B線では，低潮から高潮へ向

かう頃までの時間帯で，全体的に０．５ kt未満の

流れがほとんどであった．

【水温】（Fig．３２参照）

A線：０ m付近で２０～２１℃台．１０ m付近で２１

～２２℃台．２０m付近で２１℃台．

B線：０ m付近で２０～２１℃台．１０ m付近で２０

～２１℃台．２０m付近で２１℃台．３０ m付近

で２１℃台．

C線：０ m付近で２０～２１℃台．１０ m付近で２１

～２２℃台．２０m付近で２１℃台．３０ m付近

で２１℃台．

【塩分】（Fig．４４参照）

A線：０ m付近で２４～３０ PSU台．１０ m付近で

３１ PSU台．２０m付近で３２ PSU台．

B線：０ m付近で２８～３０ PSU台．１０ m付近で

２９～３１ PSU 台．２０ m 付近で３１～３２ PSU

台．３０m付近で３２～３３ PSU台．

C線：０ m付近で２４～２９ PSU台．１０ m付近で

３０～３１ PSU 台．２０ m 付近で３１～３２ PSU

台．３０m付近で３３ PSU台．

【DO】（Fig．５６参照）

A線：０ m付近で５～８ mg/l台．１０ m付近で２

～５mg/l台．２０m付近で３～４mg/l台．

B線：０ m付近で８～９ mg/l台．１０ m付近で６

～８ mg/l台．２０ m付近で５～６ mg/l台．

３０m付近で５mg/l台．

C線：０ m付近で７～１０ mg/l台．１０ m付近で

３～７ mg/l台．２０ m付近で３～６ mg/l台．

３０m付近で５～６mg/l台．

１１月

【流れ】（Figs．１６～１７参照）

１８日観測の A・B線では，低潮後から高潮前

までの時間帯で，全体的に０．５ kt未満の流れが
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Fig．１４． Result of current observation in October２０,
２０１４.

図１４． 流況調査結果（平成２６年１０月２０日）．

Fig．１７． Result of current observation in November
２５,２０１４.

図１７． 流況調査結果（平成２６年１１月２５日）．

Fig．１５． Result of current observation in October２１,
２０１４.

図１５． 流況調査結果（平成２６年１０月２１日）．

Fig．１８． Result of current observation in December
１９,２０１４.

図１８． 流況調査結果（平成２６年１２月１９日）.

Fig．１６． Result of current observation in November
１８,２０１４.

図１６． 流況調査結果（平成２６年１１月１８日）．

Fig．１９． Result of current observation in December
２４,２０１４.

図１９． 流況調査結果（平成２６年１２月２４日）．
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ほとんどであったが，中部国際空港沖には湾口へ

向かう０．５～１．０ kt未満の南流が見られた．

２５日観測の B・C線では，低潮へ向かう頃か

ら低潮後までの時間帯で，全体的に０．５ kt未満

の流れがほとんどであったが，B線の東側では湾

口に向かう０．５～１．０ kt未満の南流が見られた．

【水温】（Fig．３３参照）

A線：０ m付近で１６～１８℃台．１０ m付近で１６

～１９℃台．２０m付近で１９℃台．

B 線：０ m 付近で１６℃ 台．１０ m 付近で１６℃

台．２０ m付近で１６～１７℃台．３０ m付近で

１７℃台．

C線：０ m付近で１６～１７℃台．１０ m付近で１６

～１７℃台．２０ m付近で１７～１８℃台．３０ m

付近で１７℃台．

【塩分】（Fig．４５参照）

A線：０ m付近で２９～３１ PSU台．１０ m付近で

３０～３２ PSU台．２０m付近で３３ PSU台．

B線：０ m付近で３１ PSU台．１０ m付近で３１～

３２ PSU 台．２０ m 付近で３１～３３ PSU 台．

３０m付近で３３ PSU台．

C線：０ m付近で３０～３１ PSU台．１０ m付近で

３１～３２ PSU 台．２０ m 付近で３２～３３ PSU

台．３０m付近で３３ PSU台．

【DO】（Fig．５７参照）

A線：０ m付近で６～８ mg/l台．１０ m付近で５

～８mg/l台．２０m付近で５～６mg/l台．

B線：０ m付近で８～９ mg/l台．１０ m付近で７

～９ mg/l台．２０ m付近で６～８ mg/l台．

３０m付近で４～６mg/l台．

C線：０ m付近で８～９ mg/l台．１０ m付近で７

～９ mg/l台．２０ m付近で５～７ mg/l台．

３０m付近で４～６mg/l台．

１２月

【流れ】（Figs．１８～１９参照）

１９日観測の A・B・C線では，低潮から高潮ま

での時間帯で，全体的に北～北西の０．５ kt未満

の流れがほとんどであった．

２４日観測の C線では，低潮へ向かう頃から低

潮後までの時間帯で，湾口に向かう流れが見ら

れ，湾口では１．０ kt程度の流速だった．

【水温】（Fig．３４参照）

A線：０m付近で９～１１℃台．１０ m付近で１１～

１３℃台．２０m付近で１２～１３℃台．３０ m付

近で１３℃台．

B 線：０ m 付近で１１℃ 台．１０ m 付近で１１～

１２℃台．２０m付近で１１～１２℃台．３０ m付

近で１１～１２℃台．

C 線：０ m 付近で１１℃ 台．１０ m 付近で１０～

１２℃台．２０m付近で１１～１３℃台．３０ m付

近で１１～１３℃台．

【塩分】（Fig．４６参照）

A線：０ m付近で２７～３０ PSU台．１０ m付近で

３１～３２ PSU 台．２０ m 付近で３２ PSU 台．

３０m付近で３３ PSU台．

B 線：０ m 付近で３２ PSU 台．１０ m 付近で３２

PSU台．２０ m 付近で３２ PSU 台．３０ m 付

近で３２～３３ PSU台．

C線：０ m付近で２９～３３ PSU台．１０ m付近で

３２～３３ PSU 台．２０ m 付近で３２～３３ PSU

台．３０m付近で３２～３３ PSU台．

【DO】（Fig．５８参照）

A線：０ m付近で８ mg/l台．１０ m付近で７～８

mg/l台．２０ m付近で７ mg/l台．３０ m付

近で７mg/l台．

B線：０m付近で８mg/l台．１０ m付近で８ mg

/l台．２０m付近で８mg/l台．３０ m付近で

７～８mg/l台．

C線：０ m付近で８ mg/l台．１０ m付近で７～８

mg/l台．２０ m付近で７～８ mg/l台．３０ m

付近で７～８mg/l台．

１月

【流れ】（Figs．２０～２２参照）

２８日観測の C線では，高潮へ向かう頃から高

潮後までの時間帯で，全体的に０．５ kt未満の流

れがほとんどであった．

２９日観測の A線では，高潮へ向かう頃から高

潮前までの時間帯で，湾奥で０．５ kt未満の流れ

Fumiyoshi HOMMA, Yukiko SEKI, and Yoshinori TAMURA

－ 118－



Fig．２０． Result of current observation in January２８,
２０１５.

図２０． 流況調査結果（平成２７年１月２８日）．

Fig．２３． Result of current observation in February２５,
２０１５.

図２３． 流況調査結果（平成２７年２月２５日）．

Fig．２１． Result of current observation in January２９,
２０１５.

図２１． 流況調査結果（平成２７年１月２９日）．

Fig．２４． Result of current observation in February２６,
２０１５.

図２４． 流況調査結果（平成２７年２月２６日）．

Fig．２２． Result of current observation in January３０,
２０１５.

図２２． 流況調査結果（平成２７年１月３０日）．

Fig．２５． Result of current observation in March３０,
２０１５.

図２５． 流況調査結果（平成２７年３月３０日）．
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がほとんどであった．

３０日観測の B線では，高潮へ向かう頃から高

潮前までの時間帯で，湾奥～湾央で０．５ kt未満

の流れがほとんどであった．

【水温】（Fig．３５参照）

A線：０ m付近で８～９℃台．１０ m付近で８～

９℃台．２０m付近で９℃台．３０ m付近で

９℃台．

B線：０ m付近で８～９℃台．１０ m付近で８～

９℃台．２０m付近で８～１０℃台．３０ m付

近で９～１０℃台．

C線：０ m付近で８～１０℃台．１０ m付近で８～

１０℃台．２０ m付近で９～１０℃台．３０ m付

近で９～１１℃台．

【塩分】（Fig．４７参照）

A線：０ m付近で２７～３１ PSU台．１０ m付近で

３１ PSU台．２０m付近で３２ PSU台．３０ m

付近で３２ PSU台．

B線：０ m付近で３１～３２ PSU台．１０ m付近で

３１～３２ PSU 台．２０ m 付近で３１～３３ PSU

台．３０m付近で３２～３３ PSU台．

C線：０ m付近で２５～３２ PSU台．１０ m付近で

３１～３２ PSU 台．２０m 付近で３２ PSU 台．

３０m付近で３２～３３ PSU台．

【DO】（Fig．５９参照）

A線：０m付近で８～１０mg/l台．１０m付近で８

～１０ mg/l台．２０m付近で７～８ mg/l台．

３０m付近で８mg/l台．

B線：０ m付近で８～１０ mg/l台．１０ m付近で

８～１０ mg / l 台．２０m 付近で８～９ mg / l

台．３０m付近で８mg/l台．

C線：０ m付近で８～９ mg/l台．１０ m付近で８

～９ mg/l台．２０m付近で７～９ mg/l台．

３０m付近で８mg/l台．

２月

【流れ】（Figs．２３～２４参照）

２５日観測の C線では，高潮後から低潮前まで

の時間帯で，全体的に湾口へ向かう南東～南西の

流れが見られ，湾口では１．０ kt程度の流速だっ

た．

２６日観測の A・B線では，高潮前から低潮へ

向かう頃までの時間帯で，湾奥～湾央で０．５ kt

未満の流れがほとんどであった．

【水温】（Fig．３６参照）

A線：０ m付近で９℃台．１０ m付近で８～９℃

台．２０m付近で９～１０℃台．

B線：０m付近で９℃台．１０ m付近で９～１０℃

台．２０m 付近で９～１０℃ 台．３０ m 付近で

１０℃台．

C線：０ m付近で９～１１℃台．１０ m付近で８～

１１℃台．２０m付近で９～１１℃台．３０ m付

近で９～１１℃台．

【塩分】（Fig．４８参照）

A線：０ m付近で２０～２９ PSU台．１０ m付近で

３１～３２ PSU台．２０m付近で３２ PSU台．

B線：０ m付近で２７～３２ PSU台．１０ m付近で

３２ PSU 台．２０m 付近で３２～３３ PSU 台．

３０m付近で３２～３３ PSU台．

C線：０ m付近で２６～３３ PSU台．１０ m付近で

３１～３３ PSU 台．２０m 付近で３２～３３ PSU

台．３０m付近で３２～３３ PSU台．

【DO】（Fig．６１参照）

A線：０m付近で９～１０mg/l台．１０m付近で８

～９mg/l台．２０m付近で７～８mg/l台．

B線：０m付近で９mg/l台．１０ m付近で９ mg

/l台．２０m付近で８～９ mg/l台．３０ m付

近で８～９mg/l台．

C線：０ m付近で８～１０ mg/l台．１０ m付近で

８～９ mg/l台．２０m付近で７～９ mg/l台．

３０m付近で６～９mg/l台．

３月

【流れ】（Fig．２５参照）

３０日観測の A・B・C線では，低潮から高潮前

までの時間帯で，全体的に湾奥へ向かう北～北西

の流れが見られるが，１２時台～１３時台には北東

～南東の流れが見られた．

【水温】（Fig．３７参照）

A 線：０ m 付近で１１℃ 台．１０ m 付近で１０～
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Fig．２６． Result of temperature observation in April,
２０１４.

図２６． 水温調査結果（平成２６年４月）．

Fig．２８． Result of temperature observation in June,
２０１４.

図２８． 水温調査結果（平成２６年６月）．

Fig．２７． Result of temperature observation in May,
２０１４.

図２７． 水温調査結果（平成２６年５月）．

Fig．２９． Result of temperature observation in July,
２０１４.

図２９． 水温調査結果（平成２６年７月）.
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Fig．３０． Result of temperature observation in August,
２０１４.

図３０．水温調査結果（平成２６年８月）．

Fig．３２． Result of temperature observation in Octo-
ber,２０１４.

図３２． 水温調査結果（平成２６年１０月）．

Fig．３１． Result of temperature observation in Septem-
ber,２０１４.

図３１． 水温調査結果（平成２６年９月）．

Fig．３３． Result of temperature observation in Novem-
ber,２０１４.

図３３． 水温調査結果（平成２６年１１月）．
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Fig．３４． Result of temperature observation in Decem-
ber,２０１４.

図３４． 水温調査結果（平成２６年１２月）．

Fig．３６． Result of temperature observation in Febru-
ary,２０１５.

図３６． 水温調査結果（平成２７年２月）．

Fig．３５． Result of temperature observation in January,
２０１５.

図３５． 水温調査結果（平成２７年１月）．

Fig．３７． Result of temperature observation in March,
２０１５.

図３７． 水温調査結果（平成２７年３月）．
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Fig．３８． Result of salinity observation in April,２０１４.
図３８． 塩分調査結果（平成２６年４月）．

Fig．４０． Result of salinity observation in June,２０１４.
図４０． 塩分調査結果（平成２６年６月）．

Fig．３９． Result of salinity observation in May,２０１４.
図３９． 塩分調査結果（平成２６年５月）．

Fig．４１． Result of salinity observation in July,２０１４.
図４１． 塩分調査結果（平成２６年７月）．
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Fig．４２． Result of salinity observation in August,
２０１４．

図４２． 塩分調査結果（平成２６年８月）．

Fig．４４． Result of salinity observation in October,
２０１４.

図４４． 塩分調査結果（平成２６年１０月）．

Fig．４３． Result of salinity observation in September,
２０１４．

図４３． 塩分調査結果（平成２６年９月）．

Fig．４５． Result of salinity observation in November,
２０１４.

図４５． 塩分調査結果（平成２６年１１月）．
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Fig．４６． Result of salinity observation in December,
２０１４.

図４６． 塩分調査結果（平成２６年１２月）．

Fig．４８． Result of salinity observation in February,
２０１５.

図４８． 塩分調査結果（平成２７年２月）．

Fig．４７． Result of salinity observation in January,
２０１５.

図４７． 塩分調査結果（平成２７年１月）．

Fig．４９． Result of salinity observation in March,２０１５.
図４９． 塩分調査結果（平成２７年３月）．
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Fig．５０． Result of dissolved oxygen observation in
April,２０１４.

図５０． 溶存酸素量調査結果（平成２６年４月）．

Fig．５２． Result of dissolved oxygen observation in
June,２０１４.

図５２． 溶存酸素量調査結果（平成２６年６月）．

Fig．５１． Result of dissolved oxygen observation in
May,２０１４.

図５１． 溶存酸素量調査結果（平成２６年５月）．

Fig．５３． Result of dissolved oxygen observation in
July,２０１４.

図５３． 溶存酸素量調査結果（平成２６年７月）．
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Fig．５４． Result of dissolved oxygen observation in Au-
gust,２０１４.

図５４． 溶存酸素量調査結果（平成２６年８月）．

Fig．５６． Result of dissolved oxygen observation in Oc-
tober,２０１４.

図５６． 溶存酸素量調査結果（平成２６年１０月）．

Fig．５５． Result of dissolved oxygen observation in
September,２０１４.

図５５． 溶存酸素量調査結果（平成２６年９月）．

Fig．５７． Result of dissolved oxygen observation in
November,２０１４.

図５７． 溶存酸素量調査結果（平成２６年１１月）．
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Fig．５８． Result of dissolved oxygen observation in De-
cember,２０１４.

図５８． 溶存酸素量調査結果（平成２６年１２月）．

Fig．６０． Result of dissolved oxygen observation in
February,２０１５.

図６０． 溶存酸素量調査結果（平成２７年２月）．

Fig．５９． Result of dissolved oxygen observation in
January,２０１５.

図５９． 溶存酸素量調査結果（平成２７年１月）．

Fig．６１． Result of dissolved oxygen observation in
March,２０１５.

図６１． 溶存酸素量調査結果（平成２７年３月）．
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１１℃台．２０m付近で１１℃台．３０m付近で

１２℃台．

B線：０ m付近で１１～１２℃台．１０ m付近で１０

～１２℃台．２０m付近で１１～１３℃台．３０m

付近で１１～１２℃台．

C 線：０ m 付近で１１～１２℃ 台．１０ m 付近で

１１℃台．２０m付近で１１℃台．３０m付近で

１１～１２℃台．

【塩分】（Fig．４９参照）

A線：０ m付近で２６～２９ PSU台．１０ m付近で

３０～３１ PSU 台．２０m 付近で３２～３３ PSU

台．３０m付近で３３ PSU台．

B線：０ m付近で２６～３０ PSU台．１０ m付近で

３１～３２ PSU 台．２０m 付近で３２～３３ PSU

台．３０m付近で３２～３３ PSU台．

C線：０ m付近で２７～２９ PSU台．１０ m付近で

３０～３２ PSU 台．２０m 付近で３１～３３ PSU

台．３０m付近で３３ PSU台．

【DO】（Fig．６１参照）

A線：０m付近で９～１０mg/l台．１０m付近で８

～９ mg/l台．２０m付近で６～７ mg/l台．

３０m付近で５mg/l台．

B線：０ m付近で９～１１ mg/l台．１０ m付近で

７～９ mg/l台．２０m付近で７～８ mg/l台．

３０m付近で５～７mg/l台．

C線：０ m付近で９～１０ mg/l台．１０ m付近で

８～９ mg/l台．２０m付近で６～８ mg/l台．

３０m付近で５～６mg/l台．

４ 観測結果の傾向

流れ，水温，塩分及び DOについて，四半期毎

の傾向と年間の傾向をまとめた．

なお，「４．２水温」，「４．３塩分」及び「４．４ DO」

の文中における「上層」とは海面から概ね深度

１０mまで（深度が１０m以浅では海面から海底

までのうち中央から上部）を，「下層」とは上層

よりも下部の海底直上までをいう．

４．１ 流れ

【４月～６月期】

湾口付近では，低潮から高潮にかけては北西へ

の流れが，高潮から低潮にかけては南東への流れ

がよく見られた．

湾奥や湾央では，０．５ kt未満の弱く複雑な流

れがよく見られた．湾央の東岸付近では４月に湾

奥に向かう１．０～２．０ ktの流れが見られた．

【７月～９月期】

湾口付近では，低潮から高潮にかけて北西への

流れがよく見られた．

湾奥や湾央では，低潮から高潮にかけては０．５

kt未満の北西への流れが，高潮から低潮にかけ

ては０．５ kt未満の南東への流れがよく見られ

た．湾央の東岸付近では８月に湾奥に向かう０．５

～１．０ ktの流れが見られた．

【１０月～１２月期】

湾口付近では，高潮から低潮にかけて南東への

１．０ kt程度の流れがよく見られた．

湾奥や湾央では，低潮から高潮にかけては０．５

kt未満の北西への流れが，高潮から低潮にかけ

ては０．５ kt未満の南東への流れがよく見られ

た．湾央の東岸付近では１１～１２月に湾口に向か

う０．５～１．０ ktの流れが見られた．

【１月～３月期】

湾口付近では，高潮から低潮にかけて南東への

１．０ kt程度の流れがよく見られた．

湾奥や湾央では，０．５ kt未満の弱く複雑な流

れがよく見られた．湾央の東岸付近では２月に湾

口に向かう０．５～２．０ ktの流れが見られた．

４．２ 水温

【４月～６月期】

上下層ともに湾口が湾奥よりも高く，湾奥～湾

央～湾口すべてにおいて上層が下層よりも高く６

月に向け較差は最大約８．０℃で大きかった．ま

た，４月から６月に向け上昇傾向だった．

【７月～９月期】

７月は，湾奥が湾央よりも高く，湾奥～湾央～

湾口すべてにおいて上層が下層よりも高く較差は

最大約１０．３℃で大きかった．

８月～９月は，上層では湾央及び湾口が湾奥よ
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りも高く，下層では湾口が湾奥及び湾央よりも高

く，湾奥～湾央～湾口すべてにおいて上層が下層

よりも高く較差は最大約９．９℃で大きかった．

上下層ともに８月に上昇のピークを迎え最大約

２９．６℃（測点 A１，深度０m）だった．

【１０月～１２月期】

１０月～１１月は，湾奥が湾央よりも高く，湾奥

～湾央～湾口すべてにおいて上層と下層の較差は

最大３．５℃で小さく，上層が下層よりも低い水温

逆転現象が見られた．

１２月は，上層では湾央～湾口が湾奥より高

く，下層では湾奥が湾央～湾口よりも高く，上層

と下層の較差は約３．３℃で小さく，上層が下層よ

りも低い水温逆転現象が見られた．

１０月から１２月に向け下降傾向だった．

【１月～３月期】

１月～２月は，上下層ともに湾口が湾奥より高

く，湾奥～湾央～湾口すべてにおいて上層と下層

の較差は最大約３．２℃で小さく，上層が下層より

も低い水温逆転現象が見られた．

３月は，湾奥及び湾央の水温較差は小さく，上

層と下層の較差は約２．５℃で小さかった．

上下層ともに１月に下降のピークを迎え最小約

８．１℃（測点 A４，深度０m）だった．

４．３ 塩分

【４月～６月期】

上下層ともに湾奥が湾口よりも低く，湾奥～湾

央～湾口すべてにおいて上層が下層よりも低く上

層と下層の較差は最大約１１．２ PSUで大きかっ

た．下層の１５m以深では３１～３４ PSU台で変化

は少なかった．

【７月～９月期】

７月は湾奥が湾央よりも低かったが，８月と９

月は湾奥及び湾口が湾央よりも低かった．湾奥～

湾央～湾口すべてにおいて上層が下層よりも低く

上層と下層の較差は最大約２９．３ PSUで大きかっ

た．下層の１５m以深では３２～３４ PSU台で変化

は少なかった．

【１０月～１２月期】

上下層ともに湾奥が湾口よりも低く，湾奥～湾

央～湾口すべてにおいて上層が下層よりも低く上

層と下層の較差は１０月が約９．０ PSU，１２月が

６．２ PSUと大きく，１１月は約４．０ PSUで小さ

かった．下層の１５m以深では３１～３４ PSU台で

変化は少なかった．

【１月～３月期】

上下層ともに湾奥が湾口よりも低く，湾奥～湾

央～湾口すべてにおいて上層が下層よりも低く上

層と下層の較差は最大１３．２ PSUで大きかった．

下層の１５m以深では３１～３３ PSU台で変化は少

なかった．

４．４ DO

【４月～６月期】

上層は４月～５月は湾奥が湾口よりも高く，６

月は湾奥が湾口よりも低かった．下層は湾奥が湾

口よりも低かった．湾奥～湾央～湾口すべてにお

いて上層が下層よりも高く，上層は４月の湾奥で

最大約１８．５mg/l（測点 A５，深度０m）が見ら

れ，５月から６月では最大約１０．０mg/l程だった．

下層は４月が最小約３．５mg/l（測点 B６，深度

２７m）で，５月から６月には湾奥～湾央では低

下傾向で最小約０．８mg/l（６月，測点 B３，深度

３６m）で，C７では最小約１．５mg/l（５月，深度

３０m）で C８～C９は最小約６．２mg/l（６月，測

点 C９，深度６４m）だった．上層と下層の較差

は，湾奥～湾口の C７付近までは大きかったが，

湾口の C８～C１０では小さかった．

【７月～９月期】

上層は湾奥が湾口よりも低く，下層は湾奥及び

湾央が湾口よりも低かった．湾奥～湾央～湾口す

べてにおいて上層が下層よりも高く，上層は８月

の湾奥の A１・A５及び湾口の C８では高く最大約

１２．７mg/l（測点 C８，深度０m）がみられたが，

７月及び９月は湾奥～湾央～湾口すべてにおいて

最大約８．４mg/l（９月，測点 A５，深度１m）だっ

た．下層は湾奥～湾央では低下のピークを迎え最

小約０．１mg/l（９月，測点 A４，深度２９m）だっ

たが，湾口では最小約４．１mg/l（８月，測点 C７，
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深度１７m）だった．上層と下層の較差は，湾奥

～湾口の C７付近までは大きかったが，湾口の C８

～C１０では小さかった．

【１０月～１２月期】

上下層ともに湾奥が湾口よりも低かった．湾奥

～湾央～湾口すべてにおいて上層が下層よりも高

く，上下層ともに上昇傾向だった．上層と下層の

較差は１０月では大きく，最小約２．０mg/l（測点

A６，深度１１m）が見られ，１１月も較差は大き

く，最小約４．０mg/l（測点 A４，深度１５m）が

見られたが，１２月では較差は小さく，最小約

７．０mg/l（測点 A４，深度２９m）まで上昇した．

【１月～３月期】

上層は湾奥が湾口よりも高く，下層は湾奥が湾

口よりも低かった．湾奥～湾央～湾口すべてにお

いて上層が下層よりも高く，上層は８～１１mg/l

台程で変化は少なく，下層は１月に上昇のピーク

を迎え最大約１０．３mg/l（測点 B７，深度１１m）

で，最小でも約７．６mg/l（測点 C２，深度２４m）

だったが，３月は下降傾向で最小約４．８mg/l

（測点 B１，深度３２m）だった．上層と下層の較

差は１月～２月では小さく，３月は大きかった．

５ 考察

湾内の流れは，年間を通じて主として潮汐の影

響によるもので，湾口部は低潮から高潮にかけて

は北西への流れで高潮から低潮にかけては南東へ

の流れが明白で，湾奥や湾央は０．５ kt未満の弱

く複雑な流れがよく見られた．また，湾央の東岸

付近（野間埼付近，中部国際空港付近）では０．５

～２．０ ktの比較的強い流れが見られることが

あった．

水温・塩分・DOは，湾奥から湾央の湾西部ま

では，河川水の影響により，年間を通じて上層で

低塩分・高 DOが見られ，１０月から翌年３月に

かけては上層が下層よりも水温が低い水温逆転現

象が見られた．また，湾口部から湾奥までの深度

１０m付近は，水温・塩分・DOともに概ね一様

だった．

湾奥から湾央までの下層では，４月から１０月

にかけては，上層は高温・低塩分で密度は低く，

下層は低温・高塩分で密度が高くなっており，下

層において貧酸素水塊（海底に堆積した有機物を

バクテリアなどが分解する際に水中の酸素を大量

に消費することにより形成される）が形成され

た．１１月から翌年３月にかけては，上層～下層で

の水温の較差が小さく混合が起こりやすい状態と

なり，貧酸素水塊は解消された．

６ おわりに

第四管区海上保安本部では平成１５（２００３）年５

月から水温・塩分を，平成２２（２０１０）年４月か

らは DOを追加して調査しており，調査結果は

HPで提供している．

今後は，過去５ヵ年の調査をとりまとめた結果

を HPで提供する予定である．
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要 旨

第四管区海上保安本部では，「伊勢湾再生行動

計画」の一環として伊勢湾内において流れ・水

温・塩分・DO（溶存酸素量）を定期的に観測し

ている．平成２６（２０１４）年４月から平成２７（２０１５）

年３月における調査結果を報告する．
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